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平
成
24
年
度
施
政
方
針
と

当
初
予
算

　

平
成
24
年
度
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
、
か
つ
て
な

い
急
激
な
円
高
な
ど
現
下
の
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
、「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

理
念
の
下
、
引
き
続
き
「
人
づ
く
り
」
を
中
心
に
、
重
点
分
野
を
「
子
育
て
・
教

育
」「
雇
用
・
産
業
」「
地
域
」
３
分
野
と
し
て
、
特
に
人
と
人
と
の
「
絆
」、
地

域
の
「
連
携
」、
資
源
の
「
循
環
」
な
ど
の
「
つ
な
が
り
」
を
視
点
に
施
策
を
展

開
し
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
歩
み
を
着
実
に
進
め
、「
笑
顔

か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
、
中
学

校
統
合
に
向
け
た
準
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
の
創
設
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、
６
次
産
業

化
支
援
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
産
業
の
振
興
に
結
び
つ
く
施

策
へ
の
積
極
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
住
民
の
方
々
が
主
体
的
に
取
り
組

む
地
域
づ
く
り
の
支
援
や
健
康
増
進
計
画
の
策
定
、
東
陽
の
里
グ
ラ
ン
ド
改
修
事

業
な
ど
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
創
設
や
公
共
施
設
の

耐
震
診
断
、
庁
舎
等
の
行
政
機
能
強
化
を
目
的
と
し
た
施
設
再
配
置
計
画
策
定
な

ど
、
震
災
以
降
の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
に
お
け
る
前
期
基
本
計
画
の
中
間
年
度

と
し
て
、
今
後
に
つ
な
ぐ
重
要
な
時
期
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
創
り
あ
げ
る
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
に
立
ち
、
安
心
安

全
な
く
ら
し
を
第
一
と
し
て
、
生
活
福
祉
の
向
上
、
さ
ら
に
は
次
代
に
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
の
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

白
鷹
町
長
　
佐  

藤  

誠  

七

１
．
子
育
て
・
教
育

◆
子
育
て
の
充
実

○
子
ど
も
の
た
め
の
手
当
支
給
事
業
や
ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応

援
事
業
、
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
乳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象

に
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る
、
し
ら
た
か
元
気
っ
子
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

○
新
た
に
「
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
」
を
創
設
し
、

引
き
続
き
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
を
統
合
す
る
新
た
な
保
育
園
と
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
す
る
「
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
整
備
事
業
」
に
取
り
組
み
、
平
成
25
年
４
月
の
開
所
を
目
指
し
ま
す
。

◆
学
校
教
育
の
充
実

○
学
校
生
活
支
援
員
を
配
置
し
、
集
団
生
活
の
不
適
応
児
童
生
徒
や
特
別

支
援
教
育
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
対
応
な
ど
、
き
め
こ
ま
や
か
な
教
育

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
蚕
桑
小
学
校
の
暖
房
設
備
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
整
備
、
残

る
小
学
校
校
舎
の
耐
震
診
断
の
実
施
や
各
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

な
ど
、
安
心
･
安
全
な
学
校
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
統
合
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
開
校
に
向
け
、
中
学
校
統
合

準
備
委
員
会
に
お
い
て
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
の
環
境
整
備
や
学
校
生

活
に
関
す
る
事
項
を
検
討
し
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

○
学
校
給
食
は
、
食
育
の
一
環
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

○
荒
砥
高
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
制
導
入
と

総
合
学
科
改
編
に
向
け
た
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
福
祉
関
係
の
資
格
取
得
支
援
の
た
め
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

２
．
雇
用
・
産
業

◆
農
業
の
振
興

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
も
継
続
し
て
取
り
組
み
、
農
地
の
維
持
保
全
を
図
り
ま
す
。

施
策
の
概
要
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○
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
主
体
に
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業

の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、
白
鷹
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
を
「
白

鷹
町
農
業
再
生
協
議
会
」
に
改
め
、
こ
の
組
織
を
核
と
し
て
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
と
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
耕
畜
連
携
の

推
進
、
作
業
受
託
組
合
の
活
動
支
援
を
継
続
し
、
農
業
が
魅
力
あ
る
産
業

と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
土
地
改
良
に
つ
い
て
は
、
県
営
土
地
改
良
事
業
の
継
続
事
業
に
よ
り
、

浅
立
地
区
・
萩
野
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
や
老
朽
た
め
池
の
整
備
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

○
林
業
に
つ
い
て
は
、「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
に
よ
る
里
山
林
の
再
生
整

備
や
松
く
い
虫
防
除
事
業
、
ナ
ラ
枯
れ
防
除
事
業
を
関
係
機
関
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

◆
工
業
の
振
興

○
円
高
や
デ
フ
レ
等
の
影
響
に
よ
り
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
受
注
拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
種
利
子
補
給
事
業
、

現
場
力
や
技
術
力
の
向
上
を
め
ざ
す
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事
業
な
ど
を

継
続
し
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
創
出
を
目
指
し
、
企
業
誘
致
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

○
新
規
学
卒
者
の
就
職
支
援
を
行
う
人
材
確
保
対
策
事
業
、
雇
用
奨
励
金

を
交
付
す
る
雇
用
創
出
促
進
事
業
を
継
続
し
、
雇
用
枠
の
確
保
・
拡
大
と

失
業
者
の
減
少
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◆
商
業
の
振
興

○
町
内
消
費
を
拡
大
し
、
商
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
商
工
会
が

実
施
す
る
商
業
活
性
化
事
業
や
住
宅
需
要
拡
大
推
進
事
業
を
引
き
続
き
支

援
し
ま
す
。

○
空
き
店
舗
利
用
促
進
対
策
事
業
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
観
光
・
交
流
の
振
興

○
観
光
交
流
で
は
、
６
年
目
を
迎
え
た
、
桜
か
ら
紅
花
ま
で
の
「
や
ま
が

た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
中
心
に
、「
つ
ば
さ
開
業
20
周
年
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
や
「
東
北
観
光
博
」
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
白
鷹
・
朝
日

・
大
江
の
３
町
連
携
に
よ
る
広
域
観
光
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
白
鷹
の
四
季
を
活
か
し
た
観
光
４
シ
ー
ズ
ン
化
に
磨
き
を
か
け
、
一
年

を
通
じ
て
の
着
地
・
滞
在
型
観
光
等
を
進
め
ま
す
。

○
鑑
賞
用
紅
花
畑
等
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

主
な
事
業
の
概
要

●
総
務
費　
　
　

８
億
８
４
７
７
万
円

●
民
生
費　
　
　

25
億
６
１
８
０
万
円

●
衛
生
費　
　
　

５
億
２
１
４
５
万
円

○
教
育
旅
行
に
よ
る
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入
れ
や
深
山
和
紙
人

形
制
作
指
導
者
の
育
成
を
継
続
す
る
な
ど
「
見
て
・
触
れ
て
・
感
じ
て
」

楽
し
め
る
交
流
を
広
げ
ま
す
。

○
海
外
（
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
）
か
ら
の
誘
客
推
進
を
図
る
た
め

の
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
産
業
連
携

○
農
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
「
白
鷹
な
ら
で
は
」
の
素
材
を
活
用
し
、
農

工
商
観
連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
、
事
業
化
に
向
け

た
初
期
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

○
町
内
産
業
を
町
内
外
へ
発
信
し
活
性
化
を
図
る
た
め
の
場
づ
く
り
と
し

て
「
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
」
を
引
き
続
き
開
催
し
、
産
業
間
の
連
携
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、「
白
鷹
」
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
商
品
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆
定
住
の
促
進

○
町
道
は
、
赤
坂
深
山
線
の
工
事
の
推
進
を
図
り
、
引
き
続
き
浅
立
沼
田

岩
崎
線
の
改
良
整
備
と
田
尻
笠
松
線
の
歩
車
道
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

○
新
規
事
業
と
し
て
谷
町
八
ケ
森
線
の
歩
道
設
置
工
事
の
事
業
採
択
に
向

け
て
調
査
測
量
を
行
い
ま
す
。

○
町
道
の
維
持
補
修
は
、
荒
砥
浅
立
線
な
ど
老
朽
化
し
た
舗
装
の
補
修
や

側
溝
整
備
等
を
行
い
、
交
通
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
住
宅
施
策
と
し
て
、
引
き
続
き
木
造
住
宅
の
耐
震
化
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
し
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
お

け
る
定
住
促
進
を
図
る
た
め
「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
支
援
を
し
ま
す
。

○
除
排
雪
体
制
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
行
い
ま
す
。

○
上
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
か
つ
安
価
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
配
水
管
整
備
事
業
、
機
械
装
置
の
購
入
並
び
に
更
新
を
計
画
的
に
行

い
、
公
営
企
業
の
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

◆
地
域
公
共
交
通
の
確
保

○
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
住
民
混
乗
型
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
地
域

交
通
の
重
要
な
足
と
し
て
、
引
き
続
き
運
行
し
ま
す
。

○
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
の
取
り
組
み
や
経
営
改
善
計
画
の
推
進
に

向
け
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。
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◆
環
境
の
保
全

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
は
じ
め
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
減
量
化
に
向

け
た
啓
発
や
実
践
活
動
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

○
小
・
中
学
校
や
地
区
公
民
館
等
と
の
連
携
を
図
り
、
環
境
学
習
や
環
境

出
前
講
座
を
通
し
て
住
民
一
人
ひ
と
り
に
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
を
開
催
し
、
地
球
環
境
問
題
を
身
近
に
考
え
て
い

た
だ
く
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
で
は
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
改
築
更
新
の
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
水
洗
化
率
は
84
％
を
超
え
ま
し
た
が
、
公

共
用
水
域
の
水
質
改
善
と
い
う
目
標
に
向
か
い
、
さ
ら
に
加
入
促
進
を
図

り
ま
す
。

○
合
併
浄
化
槽
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
設
置
管
理
型
を
継
続
し
、
集
合
処

理
に
適
さ
な
い
地
区
の
生
活
排
水
処
理
事
業
に
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

３
．
地
域

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

○
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
地
区
公
民
館
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
住
民

主
体
の
公
民
館
運
営
の
も
と
自
主
的
な
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
主
体
的

で
計
画
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

化
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

○
集
落
機
能
の
維
持
対
策
と
し
て
集
落
支
援
員
の
配
置
を
継
続
し
、
地
域

力
の
向
上
を
図
る
た
め
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保

○
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
町
の
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

そ
の
計
画
に
基
づ
き
、
全
町
に
組
織
化
さ
れ
た
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携

な
ど
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め
危
機
管
理
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

○
消
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
消
防
活
動
が
迅
速
か
つ
、
的
確
に
実
施
で
き

る
よ
う
消
防
施
設
の
整
備
を
行
い
、
機
動
力
の
強
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
活
動
に
つ
い
て
は
、
白
鷹
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
活
動

と
連
携
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
教
室

の
開
催
、
回
転
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
行
な
い
、
事
故
防
止
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
防
犯
活
動
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
安
全
は
地
域
が
守
る
」
と
い
う
自
主

的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
白
鷹
町
防
犯
協
会
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
活
動
の
軸
と
し
な
が
ら
、
通
学
路
の
点
検
や
防
犯
灯
の
設
置
な
ど
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

○
高
齢
者
の
か
た
が
健
康
で
活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
第
６
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
健
康
づ
く
り
事
業
や
介
護
予
防
事
業
を
継
続
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
相
談
体
制
の
充
実
や
権
利
擁
護
等
を
推
進
し

な
が
ら
、
介
護
保
険
事
業
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営

を
行
い
ま
す
。

○
中
山
地
区
に
開
設
さ
れ
た
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
施
設
利
用
に
よ
り
、
入
所
待
機
者
の
減
少
を
図
る
と
と
も
に
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
法

改
正
を
見
据
え
な
が
ら
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議

会
の
設
置
や
県
か
ら
移
管
さ
れ
た
児
童
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
通
所

系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

○
昨
年
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
町
独
自
に
対
象
者
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
健
康

増
進
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
実
施
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

○
本
町
医
療
の
拠
点
と
な
る
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、「
地
域
住
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
病
院
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
外
来
・
入
院
・
救
急
診
療
・
訪

問
診
察
・
在
宅
支
援
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

○
病
院
経
営
は
全
国
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
医
師

の
確
保
に
努
め
、
老
朽
化
し
た
医
療
機
器
を
更
新
す
る
な
ど
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
、
病
院
運
営
の
効
率
化
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
費　

４
億
４
５
６
５
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
２
億
２
１
２
８
万
円

●
土
木
費　
　
　

８
億
８
１
５
２
万
円
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●
消
防
費　
　
　
　
３
億
４
８
３
８
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
８
億
１
０
８
２
万
円

●
公
債
費　
　
　

10
億　

８
０
４
万
円

●
そ
の
他　
　
　

１
億
５
３
２
９
万
円

４
．
人
づ
く
り

○
人
材
育
成
の
中
で
、
特
に
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
教
育
行
政
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
本
町
の
歴
史
と
伝
統
文
化
や
地
域
資
源
を
活
か
し
、

学
校
教
育
の
充
実
を
は
じ
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
の
振
興
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
芸
術
文
化
の
活
性
化
や
さ
ら
に
は
、
荒
砥
高
校
の

支
援
等
に
努
め
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
推
進

○
生
涯
学
習
は
、
新
た
な
白
鷹
町
生
涯
学
習
振
興
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
社
会
力
育
成
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
や
「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を
は
じ
め
、
幅
広

い
視
野
を
も
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
の
小
中
学
生
交
流
事
業
、
成
績

優
秀
者
激
励
金
交
付
事
業
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
安

心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
、
耐
震
診
断
を
進
め
、
全
体
の

拠
点
施
設
と
し
て
の
中
央
公
民
館
及
び
図
書
館
は
、
機
能
の
課
題
解
決
に

向
け
て
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
・
保
存
会
と
連
携
し

計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
誕
生
後
の
約
60
年
間
の
歩
み
に
つ
い

て
「
白
鷹
町
史
・
現
代
編
」
と
し
て
、
平
成
26
年
刊
行
を
目
標
に
町
史
編

さ
ん
作
業
を
進
め
ま
す
。

○
芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
祭

の
開
催
や
、
少
年
少
女
合
唱
団
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
育
成
支
援

を
継
続
し
ま
す
。

○
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
長
時
間
開
館
の
取
り
組
み
を
行
う
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
本
格

稼
動
に
向
け
た
体
制
整
備
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
等
の
指
導
者
の
育
成
な
ど
を
支
援
し
ま

す
。

○
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

町
民
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
・

体
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
機
会
や
情
報
の
提
供
な
ど
に
努
め
ま
す
。

○
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
生
化
等
の
整
備
を
行
い
、
利
用
環
境

の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
ス
キ
ー
場
や
野
球
場
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
の

体
育
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
第
４
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
基
本

に
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
計
画
期
間
の
中
間
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
進
行
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
統
合
保
育
園
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
民
営
化
、
民
間
委
託

の
推
進
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
の
連
携
等
を
進
め
、
雇
用
創
出
、
地
域

経
済
活
性
化
に
よ
る
新
し
い
公
共
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
り
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
図
り
、
職
員
研
修
の
充
実
と
計
画
的
な
定
員
管
理
に
よ
り
、

庁
内
組
織
の
体
制
強
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
確
保
の
た
め
の
人
づ

く
り
、
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
24
年
度
予
算
は
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
持
続
可
能

で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
で

あ
る
「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か
ら
編

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
78
億
３
７
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
６
億
６
２
０
０
万
円
、
９
・
２
％
の
増

加
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
、
中
学
校
統
合
に

向
け
た
準
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
の
創
設
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、
６
次

産
業
化
支
援
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
産
業
の
振
興
に

結
び
つ
く
施
策
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
っ
た
ほ
か
、
健
康
増
進
計
画
の

策
定
、
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
事
業
な
ど
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
創
設
や
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
、
庁
舎
等
の

行
政
機
能
強
化
を
目
的
と
し
た
施
設
再
配
置
計
画
策
定
な
ど
、
震
災
以
降

の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。
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平成23年度
総額71億7,500万円

平成24年度
総額78億3,700万円

【
歳
入
予
算
】

　

町
税
は
、
固
定
資
産
税
が
評
価
替
に
よ
る
減
少
が
あ
る
も
の
の
、
町
民

税
が
扶
養
控
除
の
見
直
し
に
よ
る
個
人
分
の
増
額
、
企
業
収
益
の
回
復
を

想
定
し
た
法
人
分
の
増
額
等
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
３
０
７
４
万
円
、
２

・
８
％
の
増
。
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
で
、
算
出
基
礎
と
な
る
基

準
財
政
需
要
額
に
お
け
る
公
債
費
に
係
る
算
入
額
の
大
幅
な
減
少
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
１
億
３
９
０
０
万
円
、
４
・
０
％
の
減
。
町
債

は
、
大
規
模
な
投
資
的
事
業
に
対
応
す
る
た
め
、
６
億
６
２
０
０
万
円
、

１
０
８
・
４
％
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
予
算
】

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
０
・
９
％
の
増
、
扶
助
費
は
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
や
し
ら
た
か
元
気
っ
子
事
業
等
の
医
療
費
支
援
及
び
保
育
委
託

料
の
増
加
が
あ
る
も
の
の
、
子
ど
も
手
当
制
度
の
改
正
に
よ
る
支
給
額
の

減
少
が
影
響
し
３
・
１
％
の
減
、
公
債
費
は
１
億
９
０
７
０
万
円
、
１

５
・
９
％
の
減
と
な
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
２
億
６
８
３
万
円
、
６

・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
普
通
建
設
事
業
費
は
補
助
事

業
で
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
赤
坂
深
山
線
道
路
改
良
事
業
な

ど
に
よ
り
、
３
億
６
３
８
３
万
円
の
増
、
単
独
事
業
は
農
業
関
連
施
設
の

県
事
業
負
担
金
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
、
４
億
３
７
３
万
円
の
増
と
な
り
、

全
体
で
は
７
億
６
７
５
６
万
円
、
１
１
９
・
８
％
の
大
幅
増
。
補
助
費
等

で
は
、
６
次
産
業
化
支
援
事
業
及
び
紅
花
の
里
づ
く
り
推
進
事
業
の
創
設
、

創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
援
事

業
等
に
よ
り
３
２
６
３
万
円
、
３
・
１
％
の
増
、
繰
出
金
は
介
護
保
険
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
３
５
０
３
万
円
、
３
・
４
％

の
増
な
ど
が
主
な
特
徴
で
す
。

【
特
別
会
計
・
事
業
会
計
】

　

全
体
で
57
億
３
９
８
８
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
対
し
１
億
１
９
３

８
万
円
、
２
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
下
水
道
事
業
及
び
水
道
事
業

に
お
け
る
公
債
費
の
減
少
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
介
護
保
健
事
業
で
の
サ

ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
や
介
護
報
酬
の
改
定
な
ど
に
よ
る
介
護
保
険
給
付
の

増
加
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
は
、

１
３
５
億
７
６
８
８
万
円
、
６
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
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総額
78億3,700万円

平成23年度
総額71億7,500万円

平成24年度
総額78億3,700万円
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町　

長　
　

佐　

藤　

誠　

七

副
町
長　
　

野　

村　

一　

芳

教
育
長　
　

岡　

田　
　
　

勉

総　

務　

課　
　

課
長　

横
澤　

浩

　
　
　
　
　
　
　

課
付
課
長　

衣
袋
幸
治

　
　
　
　
　
　
　

企
画
主
幹　

齋
藤
重
雄

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

田
宮　

修

（
総
務
係
）　
　

◎
田
宮　

修
（
兼
）
○
黒
澤
和
幸

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
綾
子
・
鈴
木
久
美
・
小
口
将
太（
併
）

（
財
政
係
）　
　

◎
長
岡　

聡
○
橋
本
秀
和
○
梅
津
友
宏

（
防
災
管
財
係
）
◎
小
関
新
治
○
今
野
友
博

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地　

正
（
兼
）

（
企
画
調
整
係
）
◎
加
藤
和
芳
○
小
林　

裕
○
深
瀬
洋
子

（
情
報
係
）　
　

◎
橋
本
達
也
○
大
滝
敏
広
・
小
林
詩
乃

　
　

課
付　
　
　

◎
吉
村
秀
昭（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

○
鈴
木
秀
昭（
県
市
町
村
課
派
遣
）

税
務
出
納
課　
　

会
計
管
理
者
（
兼
）
課
長　

樋
口
幸
江　

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

青
木　

潔（
出
納
・
収
納
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

飯
澤
達
男（
税
務
担
当
）

（
町
民
税
係
）　

◎
飯
澤
達
男
（
兼
）
◎
横
澤
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
間
伸
子
○
平
井
正
秋
・
大
塚
広
子

（
資
産
税
係
）　

◎
村
上
利
晴
○
菅
原
保
文
・
小
関　

見

（
収
納
係
）　　

◎
伊
藤　

隆
・
安
達
桂
子
・
後
藤
尚
道

（
出
納
係
）　
　

◎
青
木　

潔
（
兼
）
○
高
田
咲
子

　
　
　
　
　
　
　
　

照
井
博
恵　
　

町　

民　

課　
　

課
長　

布
施
房
子

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

芳
賀
和
則

（
戸
籍
年
金
係
）
◎
上
村
と
よ
子
○
菅
原
美
樹
・
木
村
真
弓

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
咲
・
広
川
悠
太

（
国
保
医
療
係
）
◎
芳
賀
和
則
（
兼
）
○
後
藤
由
香

　
　
　
　
　
　
　

○
佐
藤
圭
子
・
齋
藤
由
加
里

（
く
ら
し
環
境
係
）◎
本
木　

修
○
橋
本
こ
ず
え
・
金
子
秀
人

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

布
施
房
子（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

芳
賀
和
則（
兼
）

健
康
福
祉
課　
　

課
長　

松
野
芳
郎

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
原
良
教（
子
育
て
・
健
康
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

齋
藤
春
美（
福
祉
・
介
護
支
援
担
当
）

（
福
祉
係
）　
　

◎
庄
司
義
徳
○
永
沢
照
美
○
髙
橋
朋
代

（
子
育
て
支
援
係
）
◎
菅
原
良
教
（
兼
）◎
布
施
と
も
子

　
　
　
　
　
　
　

◎
金
田
範
子
○
田
中
由
美
子　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
康
子
（
兼
）　　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
保
険
係
）
◎
齋
藤
春
美
（
兼
）
○
遠
藤
由
可
理

　
　
　
　
　
　
　

○
鎌
倉
裕
美

（
健
康
推
進
係
）
◎
飯
澤
と
よ
○
木
口
祐
里
○
菊
地
る
り

　
　
　
　
　
　
　

○
海
老
名
ま
ゆ
み
・
大
木
陽
子

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）◎
鈴
木
由
紀
子
◎
橋
本
彰
子

　
　
　
　
　
　
　
　

○
永
沢
照
美
（
兼
）
○
棚
村　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　

○
五
十
嵐
麻
里
子
・
村
上
る
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
澤
と
よ（
兼
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
老
名
ま
ゆ
み（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
木
陽
子
（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

所
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

松
野
芳
郎
（
兼
）

こ　

ぐ　

わ　

園
長　

守
谷
美
年
子
◎
村
上
美
津
子

　
　
　
　
　
　

◎
市
川
昭
美
◎
飯
沢
初
美
・
小
林
栄
子

あ
ゆ
か
い　

園
長　

長
谷
部
千
晶
◎
鈴
木
智
子

　
　
　
　
　
　

◎
今　

房
子
◎
今
野
悦
子
○
佐
藤
敦
子

　
　
　
　
　
　

○
橋
本
三
千
子
○
高
橋
和
子
・
鑪　

典
子

ひ
が
し
ね　

園
長　

高
橋
康
子
◎
安
久
津
久
子

　
　
　
　
　
　

◎
鈴
木
洋
子
◎
川
井
と
も
・
紺
野
久
美
子

産
業
振
興
課　
　

課
長　

湯
澤
政
利

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

髙
橋
秀
司
（
商
工
観
光
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
間
直
浩
（
農
林
担
当
）　

（
農
業
振
興
係
）
◎
大
木
健
一
○
青
木
ひ
ろ
み　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

○
大
瀧
勇
祐
・
小
谷
部
哲

（
農
村
整
備
係
）
◎
熊
谷
裕
治
（
兼
検
査
員
）・
小
形　

守

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
博
之
・
大
滝
康
博
（
兼
）

（
商
工
振
興
係
）
◎
菊
地　

智
・
布
川
和
浩

（
観
光
交
流
係
）
◎
佐
藤
順
智
○
芳
賀
敦
子
○
片
山
正
弘

建
設
水
道
課　
　

課
長
（
兼
）
統
括
検
査
員　

菅
原
昇
一

　
　
　
　
　
　
　

水
道
主
幹　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

今
野
秀
一（
建
設
担
当
）兼
検
査
員

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

元
木
康
仁（
上
下
水
道
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

鈴
木
秀
一

（
管
理
係
）　　

◎
鈴
木
秀
一
（
兼
）
○
大
滝
真
実
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
関
源
四
郎

（
用
地
係
）　　

◎
今
井
茂
男
○
丹
野
和
彦
（
兼
）

（
土
木
係
）　　

◎
小
関
幸
一
○
丹
野
和
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

小
関
源
四
郎
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地　

正
・
大
滝
康
博

（
都
市
計
画
係
）
◎
今
野
秀
一
（
兼
）
○
大
滝
真
実

（
水
道
係
）　　

◎
長
澤
三
千
夫

（
水
道
工
務
係
）
◎
矢
嶋
寿
彦
○
髙
橋
真
弘

（
下
水
道
係
）　

◎
松
下
貴
洋
○
高
橋
真
澄

（
下
水
道
工
務
係
）
◎
元
木
康
仁
（
兼
）
○
小
口
豊
仁

議
会
事
務
局　
　

事
務
局
長　

鈴
木
美
弘

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

鈴
木
克
仁
（
併
）

（
議
事
係
）　　

  

◎
鈴
木
克
仁
（
兼
）
○
衣
袋
則
子

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

書
記
長　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

書
記
長
補
佐　

田
宮　

修
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
黒
澤
和
幸
（
併
）
○
今
野
友
博
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
綾
子
（
併
）・
鈴
木
久
美
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
口
将
太

※
◎
は
係
長
・
主
査
、○
は
主
任
、
太
字
は
異
動
者
、（
兼
）
は
兼
務
、（
併
）
は
併
任

（４月１日付全職員）
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監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

鈴
木
美
弘
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

鈴
木
克
仁

　
　
　
　
　
　
　

   

○
衣
袋
則
子
（
併
）

農
業
委
員
会
事
務
局　

事
務
局
長　

湯
澤
政
利
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

菅
原　

護

（
農
地
調
整
係
）　　

  

◎
菅
原　

護
（
兼
）
○
田
中
裕
美

教
育
委
員
会　
　

教
育
次
長　

迎
田
博
正

　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

樋
口　

浩（
学
校
教
育
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

佐
藤
雅
志（
生
涯
学
習
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事　

海
老
名
智
樹

（
学
校
教
育
係
）
◎
樋
口　

浩
（
兼
）・
海
老
名
智
樹　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

○
齋
藤
久
美
子
○
高
田　

博

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
拓
也　
　
　
　

　

蚕
桑
小
学
校　
　

青
木
俊
雄

　

西
中
学
校　
　
　

川
村
宗
一

（
生
涯
学
習
係
）
◎
佐
藤
雅
志
（
兼
）
○
竹
田
雅
紀
子

　
　
　
　
　
　
　

○
川
部
茂
樹

（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）◎
関　

宏
道
○
大
瀧
陽
子

（
文
化
振
興
係
）
◎
髙
橋
浩
之

竹
田
美
紀

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー　

所
長　

迎
田
博
正（
兼
）
◎
関　

宏
道（
兼
）

中
央
公
民
館　
　

館
長　

迎
田
博
正
（
兼
）

（
庶
務
係
）　　

◎
佐
藤
雅
志（
兼
）
○
川
部
茂
樹（
兼
）

図　

書　

館　
　

◎
髙
橋
浩
之（
兼
）○
竹
田
美
紀（
兼
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

所
長　

迎
田
博
正
（
兼
）

（
業
務
係
）　
　

◎
舩
山
一
浩
・
菅
原
政
敏

（
調
理
係
）　　

◎
舩
山
一
浩（
兼
）○
小
林
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
信
子
・
鈴
木
直
子
・
板
垣
未
夏

　
　
　
　
　
　
　
　

関　

紀
子
・
川
田
陽
子
・
長
谷
川
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
羽
木
学
・
黒
澤
淳
子
・
高
谷
剛
司

町
立
病
院　
　

病
院
事
業
管
理
者　

高
橋
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　

院
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

藤
島　

丈

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

柴
田
裕
次

診　

療　

部

（
診
療
科
）　
　

内
科
医
長　

柴
田
裕
次
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

外
科
医
長　

木
村
真
五

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
師　

芦
澤
公　

（
嘱
託
）

（
在
宅
支
援
室
）
室
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

医
師　

木
村
真
五
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子

医
療
技
術
部　
　

技
術
主
幹　

松
尾
信
一

（
薬
剤
科
）　
　

副
薬
局
長　

海
老
名
純
子
・
熊
谷
岳
仁

（
検
査
科
）　
　

室
長　

大
道
寺
妙
○
長
岡
さ
と
み

　
　
　
　
　
　
　

○
加
藤
裕
之

（
診
療
放
射
線
科
）
室
長　

松
尾
信
一
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

小
笠
原
強

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
金
田
雅
子
・
小
平
英
恵

（
栄
養
科
）　
　

○
大
貫
由
佳
子

看　

護　

部　
　

総
看
護
師
長　

長
岡
恵
美

（
外
来
係
）　
　

看
護
師
長　

金
子
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
芳
子
・
児
玉
恵
美
・
鈴
木
万
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　

色
摩
純
子
・
中
野　

緑

（
病
棟
係
）　
　

看
護
師
長　

樋
口
昌
子

　
　
　
　
　
　
　

看
護
師
長　

木
村
ア
ヤ
子
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

○
梅
津
洋
子
○
舩
山
元
子
・
北
原
広
美

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
信
子
・
三
上
悦
子
・
伊
藤
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
美
香
・
副
田
恵
美
・
平
井
育
子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
朝
美
・
平
田
美
帆
・
遠
藤
彩
子

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

恵
・
安
彦
真
紀
・
竹
田
美
喜
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
文
恵
・
齋
藤
麻
唯
・
古
口
絵
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

瞳
・
梅
津
清
香
・
佐
藤
純
平

　
　
　
　
　
　
　
　

梅
津
孝
子
・
布
施
咲
子

　
　
　
　
　
　
　
　

左
右
田
加
代
子

事　

務　

局　
　

事
務
局
長　
　

中
村
裕
之　

（
総
務
係
）　
　

◎
渡
部
町
子
○
須
田　

瞳

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

看
護
師
長　

石
川
眞
知
子　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
理
恵

退　
　

職　
　

平
成
24
年
３
月
31
日
付

　

議
会
事
務
局
長
（
併
）
監
査
委
員
事
務
局
長　
　

村　

上　
　

隆

　

建
設
水
道
課
長
（
兼
）
統
括
検
査
員　
　

福　

田　

文　

和

　

町
立
病
院
技
術
主
幹
（
兼
）
薬
局
長　
　

横　

澤　

壽　

一

　

町

立

病

院

看

護

師　
　

山　

口　

愛　

子

　

町
立
病
院
准
看
護
師　
　

竹　

田　

登
代
子

◆
各
分
団
消
防
係

　

第
１
分
団　

小
谷
部
哲
／
第
２
分
団　

村
上
博
之

　

第
３
分
団　

小
林　

裕
／
第
４
分
団　

小
関　

見

　

第
５
分
団　

小
形　

守

◆
財
産
区
書
記

　

蚕
桑　

中
川
拓
也
／
十
王　

衣
袋
則
子　

　

滝
野　

齋
藤
久
美
子
／
萩
野　

小
関　

見　
　
　
　
　
　

　

中
山　

大
木
健
一
／
浅
立　

村
上
利
晴

　

畔
藤　

金
子
秀
人

畔
藤

金

－平成24年度採用職員等の紹介－

小関源四郎
建設水道課
管理係

広川悠太
町民課
戸籍年金係

後藤尚道
税務出納課
収納係

布川和浩
産業振興課
商工振興係

鈴木久美
総務課
総務係

佐藤純平
病院
看護師

梅津清香
病院
看護師

熊谷岳仁
病院
薬剤師

大木陽子
健康福祉課
健康推進係
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課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129
国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、

しらたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみのこと、環境、公害、犬の登録、生活相談、交通安全、防
犯に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係 町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、
軽自動車の登録・廃止に関すること 85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に
関すること 85-6120

企画調整係
フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、まちづく
り助成事業、白鷹人育成事業、地域づくりや町政運営の総合企
画調整に関すること

85-6123

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6122
情報係 広報広聴、地域情報、各種統計に関すること 85-6121
防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6124

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6124

産業振興課

農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策に関すること
白鷹町農業再生協議会（地域農業活性化センター）に関すること 85-6127

農村整備係 土地改良区の指導や農村総合整備事業、林業振興に関すること 85-6125
商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策に関すること 85-6136
観光交流係 観光物産の振興、グリーン・ツーリズム、定住、交流の促進に関

すること 85-6126
農業委員会
事務局 農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに

関すること 85-6128

３
階議会事務局議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎
建設水道課

管理係 工事入札及び契約、町営住宅の管理、住宅支援に関すること 85-6140
用地係 町有地の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関する

こと 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園、土地区画整理事業に関すること 85-6140
水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138
下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設

計工事に関すること 85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談等に関すること 85-6144
生涯学習係 生涯教育の推進や公民館、その他社会教育機関に関すること 85-6146
生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147
文化振興係 芸術文化団体の育成、文化財の調査・保護・管理、町史編さん

及び図書館に関すること 85-6146
中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143
学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111
子育て支援係 子育て支援、児童手当、保育園管理運営に関すること

【子育て支援センター】 86-0212
介護保険係 介護保険に関すること 86-0213
地域包括支援センター係 介護保険申請、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112
健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院
町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース健診・予防接種など 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護、ケア・プラン作成など 86-0123

　各課・係の業務の概要などを掲載しました。お問い合わせや役場などを訪れる際の参考にしてください。
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館　　長　金子孝吉（山口 ) 
館長代理　丸川美紀（横田尻）
主　　事　鈴木晴美（鮎貝）

館　　長　菊地豊宗（箕和田） 
館長代理　佐藤良一（黒鴨）
主　　事　小林香菜（鮎貝）

館　　長　中村　元（荒砥）
館長代理　蒲生成子（荒砥）
主　　事　竹田伊智子（中山）

館　　長　安部俊宏（萩野）
館長代理　紺野眞一（萩野）
主　　事　竹田美佐子（荒砥）

館　　長　齋藤和男（畔藤）
館長代理　衣袋祐子（荒砥）
主　　事　金田美加（高玉）

館　　長　海老名慎一郎（十王）
館長代理　髙木典幸（山口）
主　　事　青木満里子（荒砥）

役場敷地にモニタリングポスト設置

　文部科学省は、福島県及びその隣接県（宮城県、
山形県、新潟県、茨城県、栃木県、群馬県）の市町
村役場や公民館などの行政施設にモニタリングポス
トを設置しました。（全国484箇所） 
　モニタリングポストが設置されたことにより、空
間中のガンマ線の線量率が設置機器に表示されます。
また、測定結果が10分毎に文部科学省に送信され、
ホームページで測定値が公開されています。
これにより、白鷹町は24時間放射線量を確認するこ
とが可能になりました。
▼設置場所　役場敷地内（国旗掲揚棟隣）
▼確認方法
　文部科学省ホームページ
（放射線モニタリング情
報）から白鷹町の放射線量
が確認できます。
■担当
　総務課防災管財係
　（☎85－6122）

役場に設置されたモニタリングポスト

　４月１日から、町立病院の外科医長に木村真五先
生が着任されました。木村先生は山形市の出身で自
治医科大学を卒業後、町立八幡病院、大蔵村診療所、
公立置賜総合病院などで勤務されてきました。
　町立病院にも平成12年６月から２年間勤務されて
いたことがあります。よろしくお願いします。
　また、外科の瀬尾恭一先生は３月31日をもって退
任されました。１年間ありがとうございました。



第１号被保険者介護保険料　基準額の推移
年額 ( 円 ) 月額 ( 円 )

第１期保険料基準額
( 平成 12 年度～ 14 年度 ) 32,704 2,725

第２期保険料基準額
( 平成 15 年度～ 17 年度 ) 36,000 3,000

第３期保険料基準額
( 平成 18 年度～ 20 年度 ) 44,400 3,700

第４期保険料基準額
( 平成 21 年度～ 23 年度 ) 42,600 3,550

第５期保険料基準額
( 平成 24 年度～ 26 年度 ) 52,572 4,381

（参考）山形県平均
平成 24 年度～ 26 年度 57,408 4,784

12　

　

介
護
保
険
事
業
費
に
つ
い
て

　

高
齢
化
の
進
行
や
介
護
報
酬
の
改
定
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

今
後
３
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
推
計
す
る
と
、
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
３
年
間
で
44
億
３
８
０
０
万

円
余
り
の
介
護
保
険
事
業
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
事

業
費
推
計
を
基
に
し
て
、
介
護
保
険
料
基
準
額
を
見
直
し
ま

し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
基
準
額

　

に
つ
い
て

　

介
護
保
険
は
、
町
が
保
険
者
と
な
り
事
業
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
そ
の
被
保
険
者
は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以

上
の
か
た
で
、
年
齢
に
よ
り
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
か
た
）
と
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か

た
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
こ
の
う

ち
、
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。 　

介
護
保
険
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
尊
厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
可
能
な
限
り
持
続

で
き
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。
制
度
を
持
続
的
に
運
営
す
る
た

め
に
、
３
年
ご
と
に
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
介
護
報
酬
改
定
や
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
行
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
や
利
用
量
の
現

状
・
見
込
み
な
ど
を
踏
ま
え
、
第
５
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
介

護
保
険
料
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
３
年
間
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
必
要
量
と
事
業
費
を
推
計
す
る
と
と
も
に
、
県
や
町
の

介
護
保
険
の
た
め
の
基
金
を
可
能
な
限
り
取
り
崩
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
で
き
る
限
り
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
基
準
額

を
年
額
５
万
２
５
７
２
円
と
設
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
保
険
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
段
階
ご
と
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

第
５
期
の
保
険
料
は
、
所
得
の
少
な
い
か
た
の
保
険
料
な

ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、
被
保
険
者
本
人
や
世
帯
員
の
所
得
に

応
じ
て
９
段
階
に
調
整
し
て
い
ま
す
。
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介護保険料の納付についてご相談ください◎詳しくはお問い合わせください。
■介護保険に関すること
　健康福祉課  介護保険係  ☎86－0213

■要介護認定、介護サービスに関すること
　健康福祉課  地域包括支援センター  ☎86－0112

■介護保険料に関すること
　税務出納課  町民税係  ☎85－6132
　　　　　　  収  納  係  ☎85－6106

はい

いいえ

はい

はい はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

白鷹町の介護保険料基準額52,572円（年額）

○上記の基準額をもとに、前年の所得などによって保険料を９段階に調整しています。
○基準額は平成24年度から26年度まで同額です。

　年度の途中で65歳になら
れたかたの保険料は、該当す
る段階の額を誕生日の前日が
ある月の分から月割りした額
になります。
　転入されたかたは転入日
のある月の分から月割りした
額になります。

あなたは、生活保護を受けていますか？

あなたは、町民税が課税されていますか？

世帯のどなたかに町民税が課税されていますか？

あなたは老齢福祉年金を
受給していますか？

あなたの前年の年金
収入と、年金以外の
所得の合計は80万円
以下でしたか？

あなたの前年の年金
収入と、年金以外の
所得の合計は80万円
以下でしたか？

前年の合計
所得金額が
125万円未
満のかた

前年の合計
所得金額が
125万円以
上のかた

前年の合計
所得金額が
150万円以
上のかた

前年の合計
所得金額が
250万円以
上のかた

第1段階
基準額
×
0.5

26,286円
（年額）

第2段階
基準額
×
0.5

26,286円
（年額）

第3段階
基準額
×
0.75

39,429円
（年額）

第5段階
基準額
×
1.0

52,572円
（年額）

第7段階
基準額
×
1.35

70,972円
（年額）

第8段階
基準額
×
1.6

84,115円
（年額）

第9段階
基準額
×
1.8

94,629円
（年額）

49,943円
（年額）

第6段階
基準額
×
1.20

63,086円
（年額）

スタート

※個人ごとの保険料は、所得額や町民税額が決定した後、７月にお知らせします。

第4段階
基準額
×
0.95
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　３月25日、あゆーむで白鷹町少年少女
合唱団第１回定期演奏会が行われました。
東日本大震災の影響で開催が延期され、今
回待ちに待った演奏会となり、多くのかた
が来場し会場を埋め尽くしていました。来
場者全員で町民歌を斉唱した後、14曲が
披露されました。踊りも取り入れられ、子
どもたちのきれいな歌声に、みなさん耳を
澄ませていました。合唱団は平成20年に
発足し、現在35人で活動しています。

　３月28日、特別養護老人ホーム「マイ
スカイ中山」の竣工式が行われ、町や施工
業者などの関係者約90人が参加しました。
マイスカイ中山は、平成19年に休校した
中山小学校を活用した施設で、小規模特別
養護老人ホーム29人、ショートステイ11
人の合計で40人が利用できます。社会福
祉法人そうめい会の齋藤理事長は「地域密
着型の施設として利用いただきたい。」と
あいさつされました。

第
32
回
町
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

３
／
４（
日
）東
中
学
校
体
育
館

※
○
内
の
数
字
は
順
位

▼
一
般
男
子

　

①
東
根
チ
ー
ム
②
十
王
チ
ー
ム

▼
中
学
男
子

　

①
東
中
学
校　

②
西
中
学
校

▼
中
学
女
子

　

①
東
中
学
校　

②
西
中
学
校

▼
ス
ポ
少
男
子

　

①
白
鷹
西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

②
白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
ス
ポ
少
女
子

　

①
白
鷹
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

②
白
鷹
西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
23
回
町
民
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
大
会
結
果

３
／
４（
日
）荒
砥
小
学
校
体
育
館

※
○
内
の
数
字
は
順
位

　

①
荒
砥
愛
好
会

　

②
Ｔ
・
Ｓ
・
Ｃ
ト
ラ
ン
プ

　

（
荒
砥
）

　

③
東
根
フ
レ
ン
ズ
Ａ

　

③
東
根
フ
レ
ン
ズ
Ｂ

　３月30日、町内にある桜保存会など、
桜に関わっているかたがたの情報交換会が
あゆーむで行われました。それぞれの活動
紹介や、桜に関するイベントの情報交換な
どが行われ「多くのお客さまを呼ぶために
も、町内の古典桜を一刻も早く県指定の文
化財にしてほしい。」といった意見も出さ
れました。主催は、町の古典桜の良さを再
確認するために発足された「白鷹の桜を愛
する会（成原政只代表）」です。

　３月14日、あゆーむで「やまがた桜の
絆」外国人観光誘客推進協議会設立総会が
開催され、町や県、長井市の観光関係者な
どが参加しました。「桜」をメインに山形な
らではの風景や食、温泉などをセールスポ
イントとして東アジア（中国を中心に）の
外国人観光客をターゲットに活動が展開さ
れます。４月にはモニターツアーが実施さ
れ、古典桜の観賞や伝統工芸の体験などが
予定されています。
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①
水
泳 

○
青
木
順
一
く
ん
（
東
中
２
年
）

○
紺
野
蒼
天
く
ん
（
東
中
２
年
） 

　

東
中
水
泳
部
で
長
井
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
２
人
は
、

２
月
に
行
わ
れ
た
県
の
記
録
会
に

お
い
て
全
国
標
準
記
録
を
突
破
し
、

３
月
27
〜
30
日
に
開
催
さ
れ
た
全

国
競
技
会
に
出
場
。
そ
れ
ぞ
れ
個

人
種
目
の
ほ
か
、
長
井
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
と
し
て
４
０
０
㍍
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

 

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

○
村
上
魁
人
く
ん
（
東
中
２
年
） 

　

両
親
と
兄
、
妹
と
家
族
全
員
が

バ
ス
ケ
に
打
ち
込
む
一
家
に
育
っ

た
村
上
く
ん
。
こ
れ
ま
で
の
活
躍

が
山
形
県
協
会
に
認
め
ら
れ
、
県

中
学
校
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス

タ
ー
選
手
の
一
人
に
選
ば
れ
、
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た 

。 

③
ス
キ
ー 

○
青
木
菜
々
さ
ん（
荒
砥
小
６
年
） 

○
大
滝
夏
希
さ
ん（
荒
砥
小
５
年
） 

○
伊
藤　

菫
さ
ん（
荒
砥
小
５
年
） 

○
大
沼
亮
輔
く
ん（
鮎
貝
小
4
年
） 

　

白
鷹
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ー
シ
ン
グ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
し
、
連
日

連
夜
練
習
に
励
ん
だ
4
人
は
、
県

予
選
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

こ
の
た
び
岩
手
県
安
比
高
原
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。 

　

全
国
レ
ベ
ル
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に

対
す
る
激
励
金
交
付
事
業
。
今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
３
部
門
で
の
交
付
で
す
。

　

い
き
い
き
深
山
郷
づ
く
り
推
進

協
議
会
（
須
田
信
一
会
長
）
が
、

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
と
美

の
里
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

　

こ
の
賞
は
、
協
議
会
に
よ
る
深

山
和
紙
の
伝
承
保
存
に
関
す
る
活

動
や
、
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
て

い
る
「
し
ら
た
か
工
芸
体
験
ま
つ

り
」、
の
ど
か
村
の
運
営
な
ど
を

通
し
て
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
集
落
全
体
が

世
代
や
地
域
を
越
え
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
強
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
功
し
て
い
る
こ

と
も
受
賞
の
大
き
な
要
素
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
賞
は
全
国
で
21
団

体
が
受
賞
し
て
お
り
、
町
で
初
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

▼
美
の
里
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
農

　

林
水
産
大
臣
賞

　

こ
の
賞
は
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
景
観
の
保
全
や
形
成
に
関
す

る
取
り
組
み
の
優
れ
た
団
体
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

紺野くん（左：平泳）青木くん（右：背泳）

左
上
か
ら
時
計
回
り
に
伊
藤
さ
ん
、

青
木
さ
ん
、
大
滝
さ
ん
、
大
沼
く
ん

 

　

協
議
会
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
屋
根
の
色
や
ゴ
ミ
集

積
所
、
外
灯
、
案
内
標
識
な
ど
を

統
一
し
た
色
や
デ
ザ
イ
ン
に
し
、

景
観
を
整
え
て
い
る
こ
と
や
、
水

車
小
屋
の
設
置
、
遊
休
農
地
の
利

活
用
と
い
っ
た
地
域
資
源
の
見
直

し
な
ど
、
地
域
の
価
値
・
魅
力

を
高
め
て
い
る
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
受
賞
し
た
大
臣
賞
は
最
高
賞

で
、
全
国
で
１
団
体
の
み
で
す
。

　

須
田
会
長
は
「
受
賞
は
地
区
民

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ

た
証
し
。
こ
れ
を
励
み
に
、
今
後

も
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
い
き
い
き
深
山
郷
づ
く
り
推
進

　

協
議
会
は
地
区
内
全
戸
（
約
80

　

戸
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

が
大
臣
表
彰
を
ダ
ブ
ル
受
賞

須田会長（右）と加藤副会長

し
ら
た
か
塾
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催

　

３
月
20
日
、
産
業
セ
ン
タ
ー
で

し
ら
た
か
応
援
団
（
仮
）
に
よ
る

し
ら
た
か
塾
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
、
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
応
援
団
が
公
募
し
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
、
荒
砥
在
住

の
梅
津
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用

・
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
町
内
で
活

躍
す
る
４
団
体
か
ら
活
動
紹
介
が

あ
り
、
そ
の
後
、
し
ら
た
か
夢
未

来
発
掘
事
業
の
事
業
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
白
鷹
音
頭
が
流
さ
れ

る
と
い
う
、
応
援
団
ら
し
い
粋
な

演
出
も
あ
り
、
若
者
の
パ
ワ
ー
が

感
じ
ら
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

採用されたロゴマークし
ら
た
か
応
援
団
（
仮
）
は
一
緒

に
活
動
し
て
く
れ
る
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
！

羽根の内側に町内６地区の名前が表
示されています。
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を開催します

◆一生に一度の成人式
　今年度の成人式を下記のとおり開催します。
　対象のかたには７月上旬にご案内します。
郷土を離れている皆さんにも、ご家族のかた
から、日程について今からお知らせください。

　　
　●い　つ　８月15日（水）午前10時～
　●どこで　産業センター
　　　　　（パワーセンター白鷹）
　●対　象　平成３年４月２日生から平成　
　　　　　　４年４月１日生までのかた
　＊平成18年度東・西中学校卒業者と、平　
　　成24年６月１日現在白鷹町に住民登録　
　　されているかたには、詳細について往　
　　復はがきでご案内します。

◆「成人祭」実行委員を募集します

　厳かな成人式の後は、久しぶりに再会する
友人や恩師などとの語らいの場として「成人
祭」が開催されます。この「成人祭」は成人
者の皆さんで構成する実行委員会が自らの企
画運営で行っており、その実行委員を募集し
ています。思い出に残る「成人祭」とするた
め、ふるってご応募ください。
●実行委員応募締め切り　５月７日（月）
■申込・問い合わせ
　教育委員会生涯学習係（☎85－6147）

暖
か
く
な
り
ま
す

交
通
事
故
に
要
注
意

◆
春
は
歩
行
者･

自
転
車
利
用
者

の
行
動
が
活
発
に
な
る
時
期
で
す

●
交
通
安
全
の
た
め
に
…

①
車
の
運
転
中
は
前
を
よ
く
見
て

　

「
運
転
に
集
中
」

②
道
路
を
横
断
す
る
時
は
手
で
合

　

図
「
渡
る
意
思
を
伝
え
よ
う
」

③
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
「
幼

　

児
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」

●
人
も
車
も
自
転
車
も
「
し
っ
か

り
止
ま
っ
て
は
っ
き
り
確
認
」

●
ス
ピ
ー
ド
落
と
し
て
安
全
運

転
！

◆
桜
開
花
期
の
地
域
安
全
運
動
期

間【
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬
】

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

【
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
】

●
運
動
の
重
点

①
少
年
非
行
の
防
止

②
空
き
巣
等
侵
入
盗
の
防
止

③
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
乗

　

り
物
盗
の
防
止

④
振
り
込
め
詐
欺
、
悪
質
商
法
等

　

の
被
害
防
止　
　
　
　

⑤
子
ど
も
・
女
性
を
対
象
と
し
た

　

各
種
犯
罪
の
防
止

ご
近
所
声
か
け
あ
っ
て
防
犯
対
策

○
白
鷹
町
防
犯
協
会
は
各
支
部

（
地
区
）
ご
と
に
、
青
色
回
転
灯

を
点
灯
し
た
通
称
青
パ
ト
で
、
児

童
生
徒
の
下
校
時
間
帯
に
合
わ
せ

て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
、
防
犯

に
強
い
ま
ち
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

長
井
警
察
署（
☎
84

－

０
１
１
０
）

白
鷹
西
駐
在（
☎
85

－

２
０
２
９
）

白
鷹
東
駐
在（
☎
85

－

２
０
４
６
）

山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山
形
県

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
県
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
か
た
で
、
悪
質
商
法
に
よ

る
被
害
防
止
な
ど
、
消
費
生
活
に

関
心
の
あ
る
か
た
な
ら
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。

▼
活
動
内
容

・
県
か
ら
送
付
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ

　

ッ
ト
を
読
ん
で
消
費
生
活
に
関

　

す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る

・
県
内
で
行
わ
れ
る
研
修
会
や
消

　

費
生
活
出
前
講
座
を
受
講
す
る

・
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
悪
質
商

　

法
の
被
害
な
ど
を
消
費
生
活
セ

　

ン
タ
ー
に
報
告
す
る　

な
ど

▼
申
込
期
限　

５
月
末
日

▼
申
込
先　

山
形
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
３
７
）

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）
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結果を今後の生活習慣改善に活用しましょう。
そのままにしていると動脈硬化が進み、心臓病や脳卒中などの重い生活習慣病になる危険があります。

　食　事　・バランスよく・３食しっかり・塩辛いものは控えて・野菜はしっかりと
　運　動　・適度な運動、適切な体重維持
　嗜好品　・お酒はほどほどに・たばこは吸わない、他人のたばこの煙をできるだけ避ける

【胃がん】
年１回検診

胃がんは進行しても全
く症状がでないもの、
胃痛・胸焼けなどの症
状があるものさまざま
です。

【肺がん】
年１回検診

喫煙している人はもち
ろん、まわりの人への
悪影響もあり、壊れた
機能は戻りません。が
んの他、呼吸がうまく
できない慢性閉塞性肺
疾患の予防も必要です。

【結核】
年１回検診

結核は昔の病気ではあ
りません。65歳以上の
かたは毎年検診を受け
ましょう。

【前立腺がん】
年１回検診（男性）

比較的進行がゆっくり
していますが、年をと
ることにより多くなる
がんのひとつです。

【子宮頸がん】
年１回検診（女性）

子宮頸がんは若い世代、
特に20歳代で増加傾向
にあります。

【乳がん】
２年に１回検診（女性）
閉経後の肥満、飲酒、
喫煙によりリスクが高
くなり、40 ～ 50歳代に
多いがんです。検診＋
自宅で自己検診を実施
しましょう。

【大腸がん】
年１回検診

便に血液が混じってい
るか調べる検査は有効
性が高く、早期に発見
できれば完全に治る可
能性も高くなります。

【肝炎ウイルス】
一度は検診

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイル
スに感染した人は、肝
がんになりやすく、一
度は検診を受けましょ
う。

　詳しくは、後日個別にご案内いたします。

【子宮頸がん検診】
年齢 生年月日
20歳 平成３年４月２日～平成４年４月１日
25歳 昭和61年４月２日～昭和62年４月１日
30歳 昭和56年４月２日～昭和57年４月１日
35歳 昭和51年４月２日～昭和52年４月１日
40歳 昭和46年４月２日～昭和47年４月１日

【乳がん検診】【大腸がん検診】【肝炎ウイルス検診】
年齢 生年月日
40歳 昭和46年４月２日～昭和47年４月１日
45歳 昭和41年４月２日～昭和42年４月１日
50歳 昭和36年４月２日～昭和37年４月１日
55歳 昭和31年４月２日～昭和32年４月１日
60歳 昭和26年４月２日～昭和27年４月１日

　検診の日程は元気ニコニコ推進カレンダーか町報お知らせ版をご覧ください。随時追加申し込みも受け付け
ております。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係（☎86－0210）
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－
－

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

商
工
会
（
☎
85

－

０
０
５
５
）
ま

た
は
町
産
業
振
興
課
（
☎
85

－

６
１
３
６
）

❶
白
鷹
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
事
業

❷
白
鷹
町
木
造
住
宅
耐
震

　

診
断
士
派
遣
事
業

【事業概要】　
　町内に事務所、店舗、工場などを有し事業を営む
法人や個人が、ハローワークに求人申込を行い、町
民のかたを雇用した場合、一人当たり60万円を上限
に奨励金を交付するものです。
【申請方法】
　雇用主（事業を営むかた）が、求職者を雇用した後、
産業振興課で交付する申請書に以下の書類を添えて、

雇用した日から14日以内に申請してください。
①雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業　
　主控）の写し
②新たな雇用者に係る労働条件通知書の写し
■ほかにも要件などがありますので、くわしくは
　お問い合わせください。
　産業振興課商工振興係（☎85－6136）

　高い失業率や低い有効求人倍率が示すように、町内の雇用情勢は非常に厳しい状況にあります。
町では、このような状況の解消を目的に、町内で事業を営む法人や個人の皆さまの理解と協力を
いただきながら「雇用創出促進事業」に取り組みます。

❸
白
鷹
町
木
造
住
宅

　

耐
震
改
修
事
業

　

❷
❹
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
へ
の　

登
録
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

－
－
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［資産の部］ ［負債の部］
　将来に引き継がれる町民の財産 　将来の町民の負担分

［純資産の部］
これまでの世代の負担分

バランスシート（平成22年度末版）〈要約版〉

詳しい分析資料をご覧になりたいかたは、総務課財政係（☎85－6124）まで
町のホームページでも公開しています。

※表示単位未満を四
捨五入しているため、
各計数の積み上げと
合計が一致しない場
合があります。

①
②
社
会
資
本
形
成
の
世
代
間
負
担
比
率

③
純
資
産
比
率

④
歳
入
額
対
公
共
資
産
比
率

⑤
町
債
返
済
可
能
年
数

（平成23年3月31日現在）

　バランスシートは、一般家庭を例に考えると、毎月の収支ではわからない住宅ロ
ーンの残額（負債）や家、車、預貯金など（資産）の状況を示すものです。町のバ
ランスシートは、左側（借方）に将来に引き継がれる町民の財産（道路、公園、学
校など）、右側（貸方）にその財産を取得するために費やしたお金を、将来の町民の
負担（負債）と、これまでの世代が負担した分（正味資産）に分けて示しており、
「資産＝負債＋正味資産」という形で、バランスの取れた表になっています。

スシバラン

ー
ラ
校
負
「

白鷹町の
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地
価
公
示
法
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
の
都
市

計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
以
下
「
標

準
地
」）を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
等

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
も
な

る
ほ
か
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
適
正

な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
地
価
公

示
結
果
、
役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
土
地
売
買
の
と
き

に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
お

調
べ
く
だ
さ
い
。
標
準
地
は
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
価
格
は
１
月

１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ

の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年変
動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

☎
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四
月
二
十
五

五
月
二
十
五
日

建設水道課からのお知らせ
　　水道メーターの検針について
　冬期間休止していた水道メーター検針業務を５月１
日から再開いたします
　メーター検針を円滑に行うため、次のことにご協力
ください。
〇メーターボックスの上や周りに物を置かないでくだ
　さい。
〇メーターボックス周辺に犬を繋がないでください。

 　　上下水道料金の冬期精算について

　１月請求分から４月請求分は、12月の検針水量によ
り算出した金額（推定料金）で納めていただいており
ますので、５月の検針値（５月請求分）で精算させて
いただきます。※状況により６月以降分で精算させて
いただく場合があります。
　なお、精算の結果、過納金が生じた場合（料金を多
く頂いていた場合）は、当月もしくは次月以降の料金
に充当させていただきますので、予めご了承ください。

　　水道の開栓・閉栓業務について　　　　　

　平成 20 年度より、水道の開栓・閉栓業務を白鷹町水
道工事組合に委託しています。
　なお、受付については従来どおり役場建設水道課水
道係で行っています。
〇受付時間　午前８時 30 分～午後５時まで
　　　　　　（土日祝日、役場閉庁日を除く）
〇手数料　開栓１０００円
　　　　　閉栓１０００円
〇委託先　白鷹町水道工事組合
　　　◆長谷川建設㈱　◆須貝設備工業㈱
　　　◆㈱佐藤燃料店　◆㈱西塚管工事店
【お願い】
※事情により、ご連絡頂いた日、当日中の対応ができ
　ない場合もありますので、開栓（閉栓）予定の２～
　３日前までにお申し込みください。
※開栓（閉栓）の際は、現場立会いにご協力ください。
■問い合わせ　建設水道課水道係（85 － 6137）

　
　
道
　
道
〇
　
〇
　
〇
　
　

■
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▼
い
つ　

４
月
17
日
（
火
）

　
　
　

〜
５
月
６
日
（
日
）

※
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
４
月
23
日
（
月
）
は
休
館
日

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
内
容

○
桜
に
関
す
る
写
真
や
絵
画
・
工

　

芸
品
の
展
示

○
白
鷹
紬
、
紅
花
染
ニ
ッ
ト
、
ウ

　

ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
、
ブ
ラ
ン

　

ド
ま
ゆ
作
品
展
示

○
昔
使
わ
れ
て
い
た
農
耕
具
や
生

　

活
用
具
の
展
示

○
町
内
古
典
桜
を
守
る
人
び
と
、

　

支
え
る
人
び
と
を
パ
ネ
ル
な
ど

　

で
紹
介

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼イベントスケジュール
期　日 時　間 内　　容

4/17（火）午前10時～

オープニングセレモニー
・山形大黒舞（白鷹民踊愛好会）
・愛の武将隊（最上義光と伊達政宗）
・復興祈願チャリティーお茶席

4/26（木）午後１時～ 復興祈願チャリティーお茶席

4/29（日）
午前10時～ もちつき（桜もち）、白鷹太鼓鷹翔会
午後１時～ 復興祈願チャリティーお茶席

5/1（火）午前10時～ 古典桜の里キャラバン出発（愛の武将隊）

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
ー
む
（
☎
85

－

９
０
７
１
）
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置
賜
さ
く
ら
回
廊
の
古
木
・
巨

木
を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し
ま

す
。

▼
撮
影
テ
ー
マ　

「
桜
」「
夜
桜
」

「
人
と
桜
」
の
い
ず
れ
か

▼
被
写
体
対
象　

置
賜
さ
く
ら
回

廊
14
カ
所
の
桜

▼
応
募
締
切　

５
月
31
日
（
木
）

当
日
消
印
有
効

▼
応
募
作
品　

４
月
10
日
〜
５
月

10
日
の
期
間
に
撮
影
し
た
も
の
。

デ
ジ
カ
メ
可
。
た
だ
し
、
画
像
加

工
の
作
品
は
不
可
。
お
一
人
３
点

ま
で

▼
サ
イ
ズ　

四
つ
切
ま
た
は
ワ
イ

ド
四
つ
切
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

▼
表
彰
式　

７
月
14
日
（
土
）

「
第
18
回
白
鷹

紅
花
ま
つ
り
」

※
そ
の
他
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先　

管
内
観
光
協
会
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
く

だ
さ
い
。

山
形
鉄
道
株
式
会
社
内　

置
賜
さ

く
ら
回
廊
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

〒
９
９
３

－

０
０
８
４

長
井
市
栄
町
１

－

10

■
問
い
合
わ
せ

置
賜
さ
く
ら
回
廊
観
光
推
進
会
議

事
務
局
／
白
鷹
町
観
光
協
会

（
☎
86

－

０
０
８
６
）

　

山
形
の
桜
の
名
所
や
地
域
に
根

ざ
し
た
桜
を
中
心
に
、
周
辺
の
自

然
の
美
し
さ
や
人
び
と
の
姿
を
撮

影
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

最
上
川
夢
の
桜
街
道

〜
や
ま
が
た
桜
の
札
所
三
十
三
カ

所
巡
り
〜

▼
応
募
締
切　

６
月
29
日（
金
）

▼
応
募
作
品　

平
成
24
年
に
撮
影

し
た
未
発
表
作
品
。
デ
ジ
カ
メ
可
。

画
像
加
工
の
作
品
は
不
可
。
お
一

人
３
点
ま
で
。

▼
サ
イ
ズ　

四
つ
切
（
ワ
イ
ド
サ

イ
ズ
は
除
き
ま
す
）

▼
表
彰
式　

９
月
上
旬

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

美
し
い

山
形
・
最
上
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

〒
９
９
０

－

０
０
４
１
山
形
市
緑

町
１

－

９

－

30
緑
町
会
館

（
☎
０
２
３

－

６
６
６

－

３
７
３
７
）

５
場
所
連
続
の

勝
ち
越
し

大
相
撲
三
月
場
所

（
３
月
11
日
〜
25
日
）

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

　

取組 星取 決まり手
初　日 ○ つり出し
４日目 ○ 寄り倒し
６日目 ● 寄り切り
７日目 ○ 寄り切り
10日目 ● 押し出し
12日目 ● 寄り切り
14日目 ○ 押し出し
三段目東70枚目　４勝３敗

白鷹山星取表

　田 勢 康 弘　講演会
　愛しき日本
　－危機を乗り越えるために

▼いつ　４月21日（土）
　　　　午後７時（午後６時30分開場）
▼どこで　パワーセンター白鷹（白鷹町産業センター）
▼定員　200人
▼入場料　無料（整理券が必要です）
▼整理券取り扱い
　教育委員会、中央公民館、各地区公民館
　パワーセンター白鷹

「白鷹学講座」企画委員を募集します 

　町民の皆さんの生涯各期にわたる学習機会づくり
を目指し、さまざまなジャンルの講演会などの学習
会を実施している「白鷹学講座」。 
　講座については、町民有志のかたがたで構成する
「企画委員会」でテーマを見つけ、講座の企画から
開催・運営までを行っています。 
「是非勉強してみたいテーマがある」「まちづくりに
興味がある」「仲間と何かを始めてみたい」「著名な
講師と親しくなりたい」というかたがた…。
年齢、男女は問いません。
是非、白鷹学講座企画委員に参画してみませんか !!

■白鷹学講座の申込・問い合わせ　教育委員会生涯学習係（☎85－6146）、中央公民館（☎85－6143）
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町
で
は
、
美
し
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

民
の
か
た
が
た
や
企
業
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
（
国
道
２
８
７
号
線

沿
い
）
の
里
親
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
、

企
業
及
び
従
業
員
団
体
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
が
活
動

の
主
体
に
な
る
場
合
は
、
責
任
者

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
主
な
仕
事　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
区
域
内
の
除
草
、
樹
木
の

管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど

●
活
動
回
数　

年
間
３
回
以
上
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
（
建

設
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
募
集
締
切　

４
月
23
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

　

平
成
23
年
度
は
左
記
の
８
団
体

１
８
４
人
の
皆
さ
ん
に
、
除
草
、

樹
木
管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
白
鷹
町
を

訪
れ
る
人
び
と
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
を
通
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
内
を
き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
団
体

・
町
下
花
街
道
奉
仕
会

・
路
傍
花
の
会

・
衣
袋
建
設
株
㈱
ほ
か
五
風
会

・
㈱
髙
橋
組

・
㈱
菅
原
組

・
東
陽
ロ
ー
ド
小
山
沢

・
㈱
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
労
働
組
合

・
町
職
員
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

伝統工芸の村
●深山工房
●和紙センター

のどか村

白鷹人形研究会工房

至 高岡

深山観音堂

文
鮎貝小学校

深山地区

　

白
鷹
人
形
研
究
会
が
伝
統
工
芸

の
村
（
深
山
地
区
）
近
く
に
移
転

い
た
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
振
袖
姿
の
「
お
よ
ば

れ
」
な
ど
、
新
作
の
ほ
か
す
べ
て

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
15
・
22
・
29
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
人
形
研
究
会
工

房
（
左
図
参
照
）

※
当
日
は
「
む
す
び
び
な
」
制
作

　

体
験
が
で
き
ま
す
。

○
体
験
料　

１
人
１
０
０
０
円

○
所
要
時
間　

１
時
間
前
後

▼
見
学
・
体
験
に
つ
い
て

　

今
後
は
、
毎
週
水
曜
日
（
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
ま
で
）
を

定
期
作
業
日
に
し
ま
す
が
、
作
品

や
見
学
・
体
験
に
つ
い
て
は
事
前

に
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
体
験
は
５
人
以
上
か
ら

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

　

所
要
時
間
（
１
時
間
〜
）
や
体

験
料
（
２
０
０
０
円
〜
）
は
制
作

す
る
人
形
に
よ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
人
形
研
究

会
代
表　

吉
田
博
子
（
☎
０
８
０

－

２
８
１
４

－
６
９
６
８
））

○▼１定やにお験す問■会－

　

４
月
27
日
〜
29
日
の
３
日
間
、

第
57
回
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

白
鷹
中
継
所
通
過
予
定
時
刻
は

４
月
28
日
（
土
）
午
後
１
時
34
分

こ
ろ
の
予
定
で
す
。
長
井
西
置
賜

チ
ー
ム
の
熱
い
走
り
に
大
き
な
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
役
場
周
辺
の
駐
車
場
は

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
付
近
の
迷

惑
に
な
る
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ

い
。

※
一
昨
年
か
ら
中
継
所
が
変
わ
っ

　

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

（
☎
8

）

至朝日町

至長井市
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白
鷹
町
の
高
齢
化
率
は
約
30
％
、

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
町
で

す
。
そ
し
て
、
認
知
症
の
か
た
の

人
数
は
約
４
８
０
人
で
、
65
歳
以

上
の
町
民
の
10
人
に
１
人
は
認
知

症
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能

性
が
あ
る
脳
の
病
気
で
す
。
そ
の

原
因
に
は
、
脳
の
細
胞
が
徐
々
に

少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
り
、
脳
梗

塞
や
脳
出
血
で
脳
の
一
部
が
機
能

し
な
く
な
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

の
に
必
要
な
機
能
の
ほ
と
ん
ど
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
脳
の
細
胞
が

働
か
な
く
な
る
こ
と
で
、
感
覚

（
見
る
・
聞
く
）
や
思
考
（
理
解

・
判
断
）
や
記
憶
（
覚
え
る
・
思

い
出
す
）
な
ど
が
以
前
と
は
違
っ

て
く
る
の
が
認
知
症
の
症
状
で
す
。 　

年
を
と
る
と
物
忘
れ
が
増
え
て

く
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ

は
体
験
の
全
て
を
忘
れ
て
い
た
り
、

物
忘
れ
を
し
て
い
る
自
覚
が
な
か

っ
た
り
し
て
、
日
常
生
活
に
困
っ

た
こ
と
が
起
き
て
き
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
が
物
忘
れ
が
ひ
ど

く
な
っ
て
も
、
認
知
症
に
な
っ
た

と
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。
１
人
だ
け
、

家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、
周
囲

の
人
に
介
護
し
て
い
る
こ
と
を
話

し
、
見
守
り
に
協
力
し
て
も
ら
っ

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
定
例
会

▼
い
つ　

4
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

認
知
症
の
介
護
な
ら
で
は
の
悩
み
、

助
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
聞
い
て
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
希
望
の
か
た
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

３月の町長交際費
　平成24年３月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

　

発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に
お

け
る
公
共
用
施
設
の
整
備
等
を
促

進
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を

図
り
、
発
電
用
施
設
の
設
置
及
び

運
転
の
円
滑
化
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
所
管
の
発
電
立
地

地
域
対
策
交
付
金
（
４
４
０
万

円
）
が
、
こ
ぐ
わ
保
育
園
運
営
費

（
平
成
23
年
度
運
営
費
の
一
部
と

し
て
）
に
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ぐ
わ
保
育
園
の
運
営
の
た
め
、

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
調

整
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）
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催　し

　

今
年
も
最
上
川
に
約
２
０
０
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
始
め
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
ヤ
ナ
開
き
ま
つ
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

　
　
　

〜
５
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園

▼
内
容

・
イ
ベ
ン
ト
は
５
月
３
日
〜
５
日

　

ま
で
の
３
日
間
で
す
。

○
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会　

午
前
11
時

○
山
菜
汁
無
料
提
供　

昼
12
時

（
先
着
２
０
０
人
）

○
魚
の
つ
か
み
ど
り　

午
後
３
時

※
い
ら
な
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　

各
家
庭
で
役
目
を
終
え
た
鯉
の

ぼ
り
を
最
上
川
で
泳
が
せ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

あ
ゆ
茶
屋
（
☎
85

－

５
５
７
７
）

　

桜
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
白
鷹

・
長
井
・
南
陽
で
地
域
伝
統
芸
能

を
披
露
す
る
「
東
北
の
元
気
復
興

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
各
地
区
の
伝
統
芸

能
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
白
鷹
町

高
玉
芝
居
上
演

▼
い
つ　

４
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

釜
ノ
越
サ
ク
ラ

（
雨
天
時
は
西
高
玉
桜
美
館
）

▼
演
目　

「
上
州
み
や
げ
仇
討
桜
」

畔
藤
田
植
踊
り

▼
い
つ　

４
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

釜
ノ
越
サ
ク
ラ

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

おしらせ

 

　

町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
で
平

穏
な
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
社

会
及
び
地
域
全
体
で
暴
力
団
排
除

を
推
進
す
る
た
め
の
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
制
定
さ
れ
た

県
条
例
と
と
も
に
、
県
内
の
市
町

村
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

【
条
例
の
基
本
理
念 

】

●
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
。 

●
暴
力
団
に
協
力
し
な
い
。 

●
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会

　

被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に

笑
顔
と
希
望
の
光
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
公
演
し

ま
す
。
お
知
り
合
い
の
か
た
へ
の

お
声
が
け
お
願
い
し
ま
す
。

▼
い
つ　

５
月
３
日
（
木
）

午
後
１
時
開
演
（
昼
12
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

気
仙
沼
市
は
ま
な
す

の
館
は
ま
な
す
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
演
目

「
花
吹
雪
、
情
け
の
夜
桜
」全
三
幕

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
教
育

委
員
会
内
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

　

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
地
内
の
定

住
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
保
留
地
を
購
入
さ

れ
た
か
た
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

○
長
井
市　

伊
佐
沢
念
佛
踊
り

▼
い
つ　

４
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

伊
佐
沢
小
学
校
校
庭

（
雨
天
時
は
体
育
館
）

■
問
い
合
わ
せ　

伊
佐
沢
地
区
公

民
館
（
☎
88

－

２
４
４
４
）

○
南
陽
市　

暴
れ
獅
子
太
鼓

▼
い
つ　

４
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

▼
ど
こ
で　

烏
帽
子
山
公
園

（
雨
天
中
止
）

■
南
陽
市
観
光
協
会
（
☎
０
２
３

８
－

40

－

２
０
０
２
）

▼
補
助
金
対
象
者

　

自
ら
の
住
宅
建
築
の
た
め
、
鮎

貝
土
地
区
画
整
理
地
内
の
一
般
保

留
地
を
購
入
さ
れ
た
か
た
。

▼
補
助
金
の
額

　
　

県
外
者
…
１
０
０
万
円

　
　

町
外
者
…
70
万
円

　
　

町
内
者
…
50
万
円

▼
補
助
対
象
期
限

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

（
☎
85

－

６
１
４
０
）

　

料
金
は
無
料
で
、
持
ち
物
も
不

要
で
す
。

▼
内
容
／
コ
ー
ス
／
時
間

【
よ
く
わ
か
る
パ
ソ
コ
ン
入
門
】

○
第
１
回

４
月
23
日
（
月
）・
25
日
（
水
）・

27
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
の
計
６
時
間

○
第
２
回

５
月
７
日
（
月
）・
９
日
（
水
）・

11
日
（
金
）

　

午
後
７
時
〜
９
時
の
計
６
時
間

▼
場
所　

町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
内
奥
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
担
当
／
舩
山
・
松

下
（
☎
86

－

０
０
０
１
）
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募　集

　

地
域
共
有
の
公
共
財
産
で
あ
る

河
川
を
身
近
で
良
好
な
も
の
に
し
、

住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
形
成
を
目
的
に
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
団
体　

河
川
の
清
掃
や
植

栽
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
町
内
会
、
地

域
団
体
、
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど

▼
対
象
区
間　

県
管
理
河
川
・
砂

利　

概
ね
２
０
０
㍍
以
上

▼
申
込
方
法　

置
賜
総
合
支
庁

（
西
庁
舎
）
に
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
申
込
書
を
町
建
設
水
道
課

に
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切　

４
月
27
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

建
設
部
西
置
賜
河
川
砂
防
課
（
☎

88

－

８
２
３
２
）

　

置
賜
保
健
所
で
は
、
一
頭
で
も

多
く
の
動
物
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
取
り
な
ど
し
た
犬

や
ね
こ
を
希
望
者
へ
譲
渡
し
て
い

ま
す
。
適
切
な
飼
い
方
の
た
め
、

事
前
に
講
習
会
を
受
講
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
犬
や
ね
こ

を
飼
う
上
で
役
立
つ
内
容
で
す
の

で
、
譲
渡
を
希
望
し
な
い
場
合
で

も
、
犬
や
ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
か

た
、
こ
れ
か
ら
飼
い
た
い
か
た
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
譲
渡
ま
で
の
流
れ
】

①
保
健
所
の
譲
渡
講
習
会
を
受
講

②
保
健
所
か
ら
犬
・
ね
こ
の
譲
渡

情
報
を
提
供
し
ま
す

③
希
望
す
る
犬
・
ね
こ
と
対
面

（
相
性
を
み
ま
す
）

④
譲
渡
手
続
き
完
了

（
家
族
の
一
員
で
す
）

【
講
習
会
の
ご
案
内
】

▼
い
つ　

毎
月
第
３
金
曜
日

　

午
後
３
時
30
分
〜（
約
１
時
間
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所
講
堂

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

【
飼
い
主
探
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

山
形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
犬
・

ね
こ
の
新
し
い
飼
い
主
探
し
掲
示

板
」
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す

（
検
索
ワ
ー
ド
は
「
置
賜　

犬
」）。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
生

活
衛
生
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０
）

広告

広告

▼
い
つ　

４
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
い
こ
い

の
間
と
周
辺
コ
ー
ス

▼
内
容　

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
基
礎
講
座
の
あ
と
実
際

に
歩
き
ま
す
。

▼
講
師　

（
社
）
日
本
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会　

後
藤
一
也
氏

▼
参
加
費

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
会
員
１
０
０
円

非
会
員
６
０
０
円

（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

▼
そ
の
他　

4
月
19
日
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
５
・
６
月
に
も

内
容
を
変
え
て
実
施
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
へ
の
入

会
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ゆ
め
ス

ポ
し
ら
た
か
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
事
務
局

／
教
育
委
員
会
内
（
☎
85

－
６
１

４
７
）

▼
試
験
日　

５
月
26
日
（
土
）

▼
会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
試
験
の
種
類　

甲
種
（
全
類
）、

乙
種
（
全
類
）

◎
大
型
絵
本
展
示
と
読
み
聞
か
せ
会
の
開
催　

▼
願
書
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】　

４
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

  

〜
22
日（
日
）

【
書
面
申
請
】　

４
月
16
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

  

〜
25
日（
水
）

■
願
書
の
提
出
先　

財
団
法
人
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支

部※
受
験
願
書
、
試
験
案
内
及
び
受

　

講
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
消

　

防
署
、
各
消
防
分
署
に
備
え
て

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
88

－
１

７
９
７
）
消
防
署
白
鷹
分
署
（
☎

85

－

５
２
４
２
）

ロ  

ッ  

ク



住所　　 氏　　名 年齢
中　山　鈴　木　幸　雄　85
荒砥甲　渡　部　幾　郎　85
荒砥乙　秋　葉　利　幸　62
荒砥乙　小　林　義　一　92
鮎　貝　竹　田　宏　一　85
高　玉　金　田　み　つ　86
畔　藤　衣　袋　兵　助　86
滝　野　竹　田　勝　司　84
高　玉　金　田　秀　雄　90
荒砥甲　伊　藤　德　彌　85
浅　立　佐　藤　茂　子　90
横田尻　新　野　武　次　93
畔　藤　齋　藤　ふ　み　97
荒砥乙　佐　藤　ト　シ　85

鮎　貝 佐　
達　道 蒼

あお

　彩
い

真　理

高　玉 金田
力 竜

たつ

　也
や

直美

横田尻 高橋
知之

惇
じゅん

真美

No.1086
2012-4

-12

　　氏　　　名　　　 住所

（青　野　寛　之　　荒砥甲
神　谷　真　澄　　北海道

（佐　藤　智　徳　　大江町
竹　田　麗　奈　　荒砥甲

（橋　本　大　典　　畔　藤
沼　澤　純　香　　長井市

（菅　間　一　生　　畔　藤
渡　部　留美子　　長井市

（菅　原　克　彦　　畔　藤
志子田　千津子　　宮城県

（紺　野　忠　彦　　畔　藤
布　施　知　子　　畔　藤

（橋　本　勇　輝　　荒砥甲
加　藤　真　弓　　米沢市

白たか子どもの本研究会　（代表　小出　稔　さん）

◆
結
成
は
？

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

◆
ど
ん
な
活
動
で
す
か
？

◆
い
つ
活
動
し
て
い
る
の
？

◆
楽
し
さ
は
？

◆
最
後
に
一
言

☎

VOL.28

おはなしの会

お詫びと訂正
　広報しらたか３月12日号「ご
結婚おめでとう」に掲載された
宮林妙さんの住所は「鮎貝」で
はなく正しくは「寒河江市」です。
お詫びして訂正いたします。
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